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２０２２年 8月 21日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 9章 1～9節（エレミヤ書講解説教 19回目） 

タイトル：「主を知るということ」 

主の御名を賛美します。今朝も、主のみ言葉を聴きましょう。今日は、エレミヤ９：１～9 のみ

言葉です。タイトルは「主を知るということ」です。 

前回は、「エレミヤの涙」というタイトルでお話しました。エレミヤは、同胞が滅ぼされると聞

いて、涙に打ちひしがれました。彼はそれを聞いたとき、いてもたってもいられなかったのです。

それはきょうの箇所にも見られます。１節には「ああ、私の頭が水であり、私の目が涙の泉であ

ったなら、娘である私の民の殺された者たちのために昼も夜も、泣こうものを。」とあります。

これは、どれほど泣いても泣き足りないという意味です。新共同訳では、これを８：２３としてい

ますが、そのようにも分けることもできます。ここにもエレミヤと神様の、民に対する心の痛み

がよく描かれています。 

「優」という漢字は、「人と憂」の合成語ですが、人のために泣く人は優しい人です。エレミヤ

は「ああ」と叫んで、神への背信行為を続ける同胞イスラエルのために泣きました。いったいな

ぜユダの民は背信行為を続けたのでしょうか。いったいなぜ滅びなければならなかったのでし

ょうか。 

きょうのところに、その原因が語られています。それは、主を知らなかったからです。３節後

半と６節後半に、そのことが繰り返して語られています。主を知らなかったので、彼らは悪の道

へと突き進んで行きました。いったい主を知るとはどういうことなのでしょうか。きょうはこの

ことについてご一緒に考えたいと思います。 

 

Ⅰ．不真実な民（1－３a） 
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まず、１～３a節をご覧ください。「1 ああ、私の頭が水であり、私の目が涙の泉であったなら、

娘である私の民の殺された者たちのために昼も夜も、泣こうものを。2 ああ、私が荒野に旅人

の宿を持っていたなら、私の民を置いて、彼らから離れることができようものを。彼らはみな

姦通する者、裏切り者の集まりなのだ。3 「彼らは弓を張り、舌をつがえて偽りを放つ。地には

びこるが、それは真実のゆえではない。」 

 

今お話したように、エルサレムの崩壊を告げられたエレミヤは、敵の侵略によって殺される

人たちの悲惨さを思い、涙を流します。「私の頭が水であり、私の目が涙の泉であったなら、昼

も夜も、泣こうものを。」とは、どれほど泣いてもなき足りないという彼の思いを表しています。 

 

ところが、２節で彼はこう言っています。「ああ、私が荒野に旅人の宿を持っていたなら、私

の民を置いて、彼らから離れることができようものを。彼らはみな姦通する者、裏切り者の集

まりなのだ。」どういうことでしょうか。とてもエルサレムには住んでいられないということで

す。そこには姦通する者、裏切る者たちがいるので、そんな彼らとは一緒に住めない。だから、

もし荒野に旅人の宿を持っていたら、そこに行って、彼らから距離を置きたい、そう言っている

のです。あれっ、たった今、彼らのことをあわれんで、どんなに泣いても泣き切れないと言った

ばかりなのに、今度は、そんな彼らから距離を置きたいと言っています。ここにエレミヤの心の

動きというか、彼の心情がよく表われています。彼らが滅ぼされることを考えると本当にかわ

いそうで、かわいそうで、何とかならないものかともがいていますが、でも、いくら言っても聞

こうとしない彼らには、ほとほと疲れ果てているのです。できれば少し離れたい。だれもいな

い静かなところで過ごしたい。もし荒野に旅人の宿があったら、そこに逃れて暮らしたい。そう

いっているのです。そんな彼のジレンマがよく表れているのではないでしょうか。 

 

なぜエレミヤは彼らから距離を置きたいと思ったのでしょうか。それは、彼らはみな姦通す

る者であり、裏切り者だからです。そこには真実がありません。たとえば、ここに「姦通者」とあ

りますが、姦通者とは何かというと、夫や妻を裏切る者のことです。そこには真実の愛があり
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ません。イスラエルの民は、彼らの神、主という夫を裏切る者、姦通者でした。そこには主に対

する真実な愛がありませんでした。彼らは裏切り者の集まりだったのです。 

 

また、３節には、「彼らは弓を張り、舌をつがえて偽りを放つ」とあります。「舌をつがえて」と

いう言い方はあまり聞きませんね。「つがえる」というのは元々、弓に矢をかけることです。そ

れが総じて「曲げる」になりました。ですから、これは「舌を曲げて偽りを言う」ということです。

第３版ではそのように訳しています。「彼らは舌を弓のように曲げ、真実でなく、偽りをもって、

地にはびこる」彼らは舌を弓のように曲げて、真実ではなく、偽りをもって地にはびこっていま

した。嘘つきであったということです。「嘘も方便」という言葉がありますが、方便どころか嘘ば

かり言っていました。 

 

このどちらにも共通しているのは、真実ではないということです。主が私たちに求めておら

れるのは何でしょうか。真実であるということです。どれだけ大きなことをしたかとか、とけだ

け多くのものをささげたか、どれだけ伝道したかということではなく、真実であること、誠実で

あること、忠実であるということです。 

イエス様はこう言われました。「21 わたしに向かって『主よ、主よ』と言う者がみな天の御国

に入るのではなく、天におられるわたしの父のみこころを行う者が入るのです。22 その日に

は多くの者がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。私たちはあなたの名によって預言し、あなた

の名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの奇跡を行ったではありませんか。』

23 しかし、わたしはそのとき、彼らにはっきりと言います。『わたしはおまえたちを全く知らな

い。不法を行う者たち、わたしから離れて行け。』」(マタイ 7:21-22) 

彼らとは、偽預言者たちのことです。彼らは主の名によって預言し、主の名によって悪霊を

追い出し、主の名によって多くの奇跡を行いました。しかし、主はそんな彼らにこう言われるの

です。「わたしはおまえたちを全く知らない。不法を行う者たち、わたしから離れて行け。」恐ろ

しいです。全然知らないというのですから。個人的に何の関係もなければ、話をしたこともあり

ません。彼らはイエス様を知っているつもりでしたが、イエス様の方では全然知らないと言われ
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るのです。彼らは口では「主よ、主よ」と言っていましたが、そこに真実がなかったからです。偽

りだったからです。 

 

あなたはどうでしょうか。主があなたをご覧になられる時、何と言われるでしょうか。そこに

偽りはないでしょうか。主が荒野に退きたい、あなたから距離を置きたいと思うような、不真

実はないでしょうか。主があなたに求めておられるのは真実なのです。 

 

「ある夜，ある男が隣人の畑からトウモロコシを盗もうと出かけて行きました。幼い息子を連

れて行き，柵の上に座らせて，人が通りかかったときには警告するんだぞと告げて，見張りを

させました。男は大きな袋を腕に抱えて柵を飛び越え，トウモロコシを取り始める前にまず一

方を見て，反対を見て，袋に詰めるところを目撃している人がいないか見渡しました。すると，

息子が叫びました。 

『お父さん，まだ見ていない方向があるよ！・・・上を見忘れてるよ！』」 

だれもが受ける誘惑ですが，不誠実であるように誘惑されるとき，だれにも分からないと思

うかもしれませんが、でも、天の神様はいつも見ておられます。私たちに必要なことは正直で

あることです。そうすれば、主はいつも私たちとともにいてくださいます。 

 

ピリピ４：８にはこうあります。「最後に、兄弟たち。すべて真実なこと、すべて尊ぶべきこと、

すべて正しいこと、すべて清いこと、すべて愛すべきこと、すべて評判の良いことに、また、何

か徳とされることや称賛に値することがあれば、そのようなことに心を留めなさい。9 あなた

がたが私から学んだこと、受けたこと、聞いたこと、見たことを行いなさい。そうすれば、平和

の神があなたがたとともにいてくださいます。」 

どうすれば、神があなたとともにいてくださるのですか。すべて真実なこと、すべて尊ぶべ

きこと、すべて正しいこと、すべて清いこと、すべて愛すべきこと、すべて評判の良いこと、ま

た、何か徳とされることや称賛に値することに心を止めることによってです。そうすれば、平和

の神があなたとともにいてくださいます。神があなたから離れて荒野にある旅人の宿に住み
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たいと言われることがないように、真実、全き心をもって主に仕えていきたいと思います。 

 

Ⅱ．主を知ることを拒んだ民（２０-21） 

 

いったいなぜイスラエルの民は不真実の民、偽りの民となってしまったのでしょうか。次に、

3b～６節をご覧ください。ここに、その最大の原因が語られています。それは彼らが主を知ら

なかったからです。「悪から悪へ彼らは進み、わたしを知らないからだ。──主のことば──4 

それぞれ互いに友を警戒せよ。どの兄弟も信用してはならない。どの兄弟も人を出し抜き、ど

の友も中傷して歩き回るからだ。5 彼らはそれぞれ、互いに友をだまして、真実を語らない。

偽りを語ることを自分の舌に教え、疲れきるまで悪事を働く。6 あなたは欺きのただ中に住

み、欺きの中でわたしを知ることを拒む。──主のことば。」」 

 

彼らが真実でなかったのは、彼らが主を知らなかったからです。この「知る」ということばは、

ヘブル語で「ヤダー」と言います。皆さんは言わないでください。「ヤダー」。神様は「ヤダー」と

言いませんが、私たちはよく「ヤダー」と言います。「宿題しなさい」、「ヤダー」。「手を洗いなさ

い」、「ヤダ―」。「部屋を片付けなさい」、「ヤダー」。「お手伝いしなさい」、「ヤダー」。何を言って

も「ヤダー」です。 

この言葉が聖書の中で最初に使われているのは、創世記４：１です。ここには、「人は、その妻

を知った。」とあります。この「知った」がそうです。この「人」とはアダムのことです。最初の人ア

ダムは、その妻エバを知りました。この「知った」という言葉が「ヤダー」です。これはただ対

面してエバという存在を知ったというレベルではなく、もっと親密なレベルで、個人的に、

人格的に知ったということです。それが夫婦であれば、性的関係を持つことを表現してい

ます。これ以上に親密なレベルでの知り方はありません。 

 

エレミヤの時代、イスラエルの民は主を知っていると思っていました。彼らには主の宮があり

ました。また、祭司やレビ人がいて、主なる神に動物のいけにえがささげられていました。しか
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し、確かにそこで宗教的な儀式は行われていたかもしれませんが、それは表面的ものにすぎま

せんでした。知識としては知っていましたが、自分の伴侶を知るというような深いレベルでは

全然知らなかったのです。 

 

主を知らないとどうなるでしょうか。４～６節には、その結果三つの状況に陥ると言われて

います。第一に、人間関係がギクシャクします。４節には、「それぞれ互いに友を警戒せよ。どの

兄弟も信用してはならない。どの兄弟も人を出し抜き、どの友も中傷して歩き回るからだ。」と

あります。 

ユダの民は、神様との関係が完全に崩壊していました。神様を個人的、人格的なレベルで深

く知っていたのではなく、ただ表面的に知っているにすぎませんでした。そのように神との関

係が崩壊すると、人間関係も崩壊することになります。神様との愛の関係が壊れると、それぞ

れ互いの愛の関係も壊れてしまうことになるのです。神を信じられないので、人も信じられな

くなるのです。ここには「それぞれ互いに友を警戒せよ。どの兄弟も信用してはならない。」と

あります。互いに不信感を抱くようになるのです。皆さん、どうして人間関係がうまくいかない

のでしょうか。どうして人間関係がギクシャクするのでしょうか。それは神様との関係がうまく

いっていないからです。神との関係がギクシャクすると、人との関係もぎくしゃくします。です

から、人間関係がうまくいかない時に考えてほしいことは、あなたと相手との関係がどうかと

いうことではなく、あなたと神様との関係がどうかということです。もしあなたと神様と関係

が良ければ、人との関係もうまくいきます。 

 

４節には「どの兄弟も出し抜き」とありますね。この「出し抜き」という言葉は、ヘブル語で「ア

ーコーブ」と言います。どこかで聞いたことがある言葉じゃないですか。「アーコーブ」、そうで

す、あの「ヤコブ」という名前の語源となった言葉です。ご存知のように、ヤコブはイスラエルの

先祖になった人物です。「ヤコブ」という名前がイスラエルに改名されました。その子孫がイスラ

エル人です。この「ヤコブ」という名前は、「出し抜く」とか「押しのける」という意味なのです。双

子の弟ヤコブは、お母さんのおなかの中で兄のエサウのかかとをつかんで、エサウを出し抜き
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にいて、押しのけて先に出てこようとしました。長男の座を奪おうとしたのです。それは生まれ

てからもそうでした。彼は押しのける者だったのです。 

そんなヤコブが砕かれる時がやって来ます。叔父のラバンのところで 20 年間も仕えて、家

族と一緒に故郷に戻ってくると気のことです。ヤボクの渡し場で一晩中神と格闘したのです。

その時彼のももの関節が外れてしまいました。そのとき、神は彼に言いました。「あなたの名は、

もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルだ。あなたは神と、また人と戦って、勝ったからだ。」(創

世記 32:28)彼はヤコブからイスラエルへ、押しのける者から神によって支配される者へと変

えられました。名は体を表します。名前が変わったということは、古い性質から新しい性質に代

わったことを表しています。これまでは自分が主人となって人を押しのけ、ただ自分だけを信

じ、自分の力、自分の思いですべてを成そうとしていました。そんなヤコブが神によって支配さ

れる者に変えられたのです。人を押しのけるという古い性質が、神によって砕かれて、神によ

って支配される者に変えられたのです。 

 

それなのに、ヤコブの子孫であるイスラエルは、古い性質に逆戻りしていました。「イスラエル」

ではなく「ヤコブ」に戻ってしまったのです。その結果、人を信用できなくなってしまいました。

どの兄弟も出し抜き、どの友も中傷して歩き回るようになっていました。人間関係がギクシャ

クし、完全に崩壊していたのです。それは神を知らなかったからです。神を知らなかったので、

人間関係まで崩壊してしまったのです。 

 

第二に、神様を知らなかった結果、疲れきるまで悪事を働くようになりました。5 節、「彼ら

はそれぞれ、互いに友をだまして、真実を語らない。偽りを語ることを自分の舌に教え、疲れき

るまで悪事を働く。」 

「疲れきるまで悪事を働く」とは、悪を働くことに熱心であるという意味です。悪を働くこと

に一生懸命なのです。汗水たらして悪事を働きます。それでも悔い改めません。それほど腐っ

ていたのです。まさにうなじのこわい民です。頑固な民でした。ここまで来たら救いようがあり

ません。そういう状態にまで堕ちていたのです。 
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第三に、神様を知らなかった結果、彼らは人を欺くというだけでなく、自分も欺いていまし

た。６節には「あなたは欺きのただ中に住み、欺きの中でわたしを知ることを拒む。──主のこ

とば。」とあります。彼らが住んでいたのは欺きの世界でした。うそで懲り固められた世界だっ

たのです。人にも嘘をつくし、自分にも嘘をつきます。嘘だらけです。何一つ本当のことはあり

ません。頭ではわかっていても、それとは裏腹のことをしていたのです。皆さんもそういうこと

ありませんか。何が正しいかがわかっていても、それとは反対の行動を取ってしまうというこ

とが。 

 

なぜでしょうか。それは、彼らが主を知ることを拒んだからです。知りたくないのです。知識

で知っていればそれで十分です。それを心まで引き下げようとしませんでした。そんなことしよ

うものなら、へりくだることが求められるからです。そのためにはプライドを捨てなければなり

ません。やりたくないこともやらなければならないのです。自分の意志を殺してでも、神のみこ

ころを行わなければならないからです。そんなの嫌です。ヤダモン!となるわけです。イエス様は

言われました。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、日々自 分の十字架

を負い、そしてわたしについて来なさい」(ルカ９：２３) 

そんなことしたくありません。それは大変なことです。イエス様はゲッセマネの園で、「父よ。

みこころなら、この杯をわたしから取り去ってください。しかし、わたしの願いではなく、みここ

ろのとおりにしてください。」(ルカ22:42)と祈られました。それは汗が血のしずくのように地

にしたたり落ちるほどの壮絶な祈りでした。 

でも、同じことが私たちにも求められているのです。私の思いではなく、あなたのみこころ

のとおりにしてください。これが私たちに求められている祈りです。これが主を知るというこ

となのです。それでも神を人格的に、個人的に知りたいと願う人は、それを厭いませんと。どん

な犠牲を払ってでも、神様に近づきたいと願うのです。肉においては拒否反応があっても、霊

においてはもっと神様に近づきたい、神様を知りたい、神様と深い関係を持つことを求めるの

です。 
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Ⅲ．最後の希望（7－９） 

 

最後に、７～９節をご覧ください。「7 それゆえ、万軍の主はこう言われる。「見よ、わたしは

彼らを精錬して試す。いったい、娘であるわたしの民に対してほかに何ができるだろうか。8 

彼らの舌はとがった矢。人を欺くことを言う。口先では友に向かって平和を語るが、心の中で

は待ち伏せを企む。9 これらについて、わたしが彼らを罰しないだろうか。──主のことば

──このような国に、わたしが復讐しないだろうか。」」 

 

それゆえ、万軍の主は彼らを精錬して試されます。彼らを炉の中で精錬されるのです。ちょ

うど金属の不純物を火で溶かして取り除くように精錬されるのです。本当に価値あるもの、ピ

ュアなものだけを抽出するように、神のさばきを通して彼らを精錬されるのです。 

 

いったい、ほかに何ができるというのでしょうか。娘である神の民が神に立ち返るために、

ほかにどんなことができるというのでしょうか。彼らの舌はとがった矢です。人を欺くことを

言います。口先では友に向かって平和を語りますが、心の中ではそうではありません。心の中

では待ち伏せを企みます。常に悪意に満ちているということです。顔ではニコニコしていても、

また友達のフリをしながら、いつでも裏切る準備をしているのです。怖いですね。人間という

のは。何を考えているのかわかりません。常に悪意を心に含んでいるわけです。そのような人

たちは神のさばきを免れることはできません。でもそれは、神のあわれみを尽くした結果だと

いうことを忘れてはなりません。最初からさばきを宣告しているのではありません。何度も何

度も警告しても心をかたくなにして悔い改めず、神に反抗する者に対しては、さばきしか残さ

れていないということです。 

 

しかし、そのさばきの目的は何でしょうか。それは彼らを精錬することです。そのことを忘れ

てはなりません。神様からの忠告を再三無視し、悔い改めることを拒み、自分勝手な道に進ん

でいった結果、神は最終的にさばかれるわけですが、そのさばきでさえ、彼らを炉の中で精錬
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するように聖め、再び建て上げるためなのです。いわば、それは神の民にとって最後の希望な

のです。それは具体的には、バビロンによって滅ぼされるということですが、神の民はそれで

終わりではありません。神は７０年という時を経て、回復の御業を成されるのです。 

 

それは私たちも同じです。神に背き、いつまでも頑なに神を拒み続けることでさばきを受け

ることがありますが、それで終わりではありません。それは私たちを聖めるための神の愛の御

業です。いわば、それは私たちにとっての最後の希望なのです。精錬されるのはだれでもイヤ

です。でもそれで不純物が取り除かれるならば、幸いなのです。 

 

ハリソン・フォード主演の映画「心の旅」をご覧になられた方もおられるでしょう。ハリソン・フ

ォード演じる主演のヘンリーが、ある日タバコを買いに行くと、店に押し入った強盗にピストル

で撃たれてしまいます。一命は取りとめたものの、すべての記憶を失ってしまいました。昨日ま

では NY を代表する有能な弁護士。でも今は、自分の家族の顔もわからず、文字も読めないリ

ハビリに励む一人の男です。そんな彼のリハビリを担当した理学療法士がブラッドリーという

黒人です。彼は明るく陽気な性格で、ヘンリーが記憶喪失になってからの彼の良き理解者とな

ります。やがて自宅に戻り、職場復帰を果たしたヘンリーですが、以前の自分とのギャップに苦

しみ、落ち込んでいる彼を励ますために、ヘンリーの家にやって来ます。実のところ、ヘンリー

の妻が彼にお願いしたのですが。そこで彼は、自分がどうして理学療法士になったのかを語る

のです。 

「おれは大学でフットボール選手だったが、膝の故障で選手生命を断たれた。しかしそのおか

けでリハビリ師に出会い仕事を得た。あんたにも会えたし歩かせることもできた。あんたも状

況が変化し、別の人生が始まったんた。あれは試練だったんだ。」 

ヘンリーはこの言葉に勇気づけられ閉じこもり生活に終止符を打つことができたのです。 

 

私たちも、挫折や試練を遭遇すると、これで自分の人生も終わりだと思うことがあるかもし

れません。しかし、それは神があなたの人生から信仰の不純物を取り除くために、神が与えてく
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ださった試練なのです。私たちは試練に会うと辛いので、早くこの時を終わらせてくださいと

祈りますが、神様は私たちの最善をご存知であって、その痛みを無駄にされないのです。 

ですから、このことをぜひ覚えていただきたいのです。たとえあなたの人生の中で精錬され

るようなことがあったとしても、それで終わりではないということを。それはあなたを聖める

ために、あなたが本当の意味で神を知るようになるための、神の手段であるということを。神

は今でもあなたが神のもとに帰って来ることを待っておられます。救い主から離れないように

しましょう。神の慰めと平安が豊かにありますように。 


